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決　算

※千円単位は四捨五入しています

今年度も厳しい財政状況今年度も厳しい財政状況今年度も厳しい財政状況今年度も厳しい財政状況
　私たち町民の生活を支える令和４年度一般会計予算は、64 億
4,012 万円で、前年度に比べ 6,136 万円、0.9％の減少となりま
した。限られた目的のために使われる国民健康保険など３つの特別
会計予算の合計は、41億 2,121 万円で、前年度に比べ 2億 902
万円、5.3％の増加となりました。

歳入の概要
▶町税…コロナ禍により個人・法人町民税の減
少を見込んでいるが、コロナ特例の影響がほぼ
なくなったことによる固定資産税・都市計画税
の回復、さらに軽自動車や町たばこ税の増加を
見込み、前年度比 7,258 万円の増額。
▶地方交付税…個人・法人町民税をはじめとす
る自主財源の減少による影響から増額を見込
み、前年度比 1 億 3,884 万円の増額。
▶国庫支出金…コロナウイルスワクチン接種対
策費負担金・接種体制確保事業費補助金、障害
者自立支援給付費負担金などの増加により、前
年度比 1,947 万円の増額。
▶県支出金…参議院議員選挙・県議会議員選挙
委託金、障害者自立支援給付費負担金の増加に
より、前年度比 1,534 万円の増額。
▶町債…臨時財政対策債、消防小型動力ポンプ
付積載車更新整備事業、上水道出資債の増加に
より、前年度比 1,186 万円の増額。
▶繰入金…財源調整となる財政調整基金等から
の繰入金が減少し、前年度比 2 億 1,304 万円
の減額。

下水道
事業会計

下水道事業収益 下水道事業費用 資本的収入 資本的支出
3 億 7,957 万円 4 億 6,981 万円 1 億 274 万円 1 億 8,942 万円

[ 前年度比△ 508 万円 (1.3％増減 )] [ 前年度比 1,296 万円 (2.8％増 )] [ 前年度比 9,291 万円 (944.9％増 )] [ 前年度比 7,878 万円 (71.2％増 )]

水道
事業会計

水道事業収益 水道事業費用 資本的収入 資本的支出
5 億 5,060 万円 4 億 6,114 万円 4 億 614 万円 7 億 3,656 万円

[ 前年度比△ 448 万円 (0.8％減 )] [ 前年度比 3,653 万円 (8.6％増 )] [ 前年度比 4 億 15 万円 (6,685.9％増 )] [ 前年度比 4 億 4,258 万円 (150.5％増 )]

特別会計 41 億 2,121 万円
国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療

23 億 827 万円 14 億 5,542 万円 3 億 5,752 万円
[ 前年度比 3,568 万円 (1.6％増 )] [ 前年度比 1 億 2,997 万円 (9.8％増 )] [ 前年度比 4,336 万円 (13.8％増 )]

一般会計 ６４億４, ０１２万円　[ 前年度比　△ 6,136 万円（0.9％減） ]

予算の詳しい内容は
町ホームページを
ぜひご覧ください　

諸収入 1億1,463 万円
　その他 1億1,858 万円

町債 5億1,856万円町債 5億1,856万円

交付金等 4億6,913万円交付金等 4億6,913万円

県支出金 4億2,908万円県支出金 4億2,908万円

地方交付税
9億7,800万円
地方交付税
9億7,800万円

国庫支出金 6億3,466万円

町　税
27億6,364万円

住民税・固定資産税・
都市計画税など町民
の皆さんから納めら
れるお金 

国や銀行などからの借入金

繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

県から交付される使い道
が決められているお金

自治体間の格差を無く
すため、国から町に交
付されるお金

一般会計

収入収入
（歳入）

繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円繰入金 4億1,385万円
貯金(基金)を切り崩したお金

■議案第 11 号

■議案第 12 号・第 13 号・第 14 号

■議案第 15 号

■議案第 16 号

予算の詳しい内容は
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決　算

令和４年度当初予算
歳出の概要

▶民生費…療養給付費負担金、介護給付費・訓練
等給付費、介護保険特別会計繰出金、障害児給付
費などの増加により前年度比 4,838 万円の増額。
▶総務費…参議院議員・県議会議員・町議会議員
選挙費、庁舎高圧受変電設備改修工事などの増が
あるが役場中央庁舎耐震補強等改修工事及び監理
業務などの減少により前年度比 1 億 3,012 万円の
減額。
▶教育費…小中学校児童生徒用机天板交換事業、
町内埋蔵文化財調査事業などの増があるが、考古
資料展示物作成業務や学校給食調理配膳業務など
の減少により前年度比 4,205 万円の減額。
▶衛生費…コロナワクチン接種事業経費や地球温
暖化対策実行計画策定支援業務、定期予防接種業
務などの増加により前年度比1 億406 万円の増額。
▶公債費…臨時財政対策債の償還額の増加などに
より、前年度比 1,668 万円の増額。
▶消防費…消防小型動力ポンプ付積載車更新整備
事業、消防組合負担金などの増加により前年度比
2,923 万円の増額。
▶土木費…ＪＲ酒々井駅自由通路補修工事、都市
マスタープラン修正業務などの増があるが、国の
補助事業を活用した道路改良事業・交通安全対策
事業などの減少により前年度比 8,209 万円の減額。
▶商工費…ＪＡ跡地事務所棟耐震診断業務などの
減少により前年度比 285 万円の減額。

財政調整基金（貯金）の推移

道路や施設等を整備するために町が借り入れるお金で
すが、近年、地方交付税で補われる地方の財源不足を、
国の財源不足から町が国の代わりに借金する「臨時財
政対策債」の借入金残高が増加しています。

財政の不足を調整したり、急激な税の落ち込みや災害
などに備えるための積立金です。

町債（借金）残高の推移

H30 R1 R2 R3 R4
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※千円単位は四捨五入しています

（数字はいずれも年度末で R3及び R4は見込額です）（数字はいずれも年度末で R3及び R4は見込額です）

議会費  1億2,180万円

その他 8,294万円
商工会費 9,044万円

土木費
4億1,797万円
土木費
4億1,797万円

衛生費 5億8,118万円衛生費 5億8,118万円

教育費
9億2,676万円
教育費

9億2,676万円

消防費 5億1,779万円消防費 5億1,779万円

公債費
5億6,529万円
公債費
5億6,529万円

民生費
20億8,730万円
子育て支援、高齢者、
障がい者福祉などに
かかるお金

総務費
10億4,866万円
町有財産管理、広報、
防災、税務、戸籍、選
挙などにかかるお金

小中学校・社会教育施設の維持
管理、給食、文化財保護、スポー
ツ振興などにかかるお金

4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円4億1,797万円
道路・公園の維持管理や交通
安全対策にかかるお金

町の借金（町債）の返済に
充てるお金

ゴミ処理、予防接種、健診医療
助成などにかかるお金

一般会計

支出支出
（歳出）

農林水産事業費、予備費

消防組合や消防団事業にかかるお金
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令和４年度予算に関する　　　　　　　　討論令和４年度予算に関する　　　　　　　　討論
　
な
ぜ
土
木
費
を「
骨
格
予
算
」

　
な
ぜ
土
木
費
を「
骨
格
予
算
」

で
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

で
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
平
成

　
平
成
2727
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

無
電
柱
化
事
業
は
、
平
成

無
電
柱
化
事
業
は
、
平
成
3030
年年

度
と
令
和
元
年
度
の
事
業
総
額

度
と
令
和
元
年
度
の
事
業
総
額

は
９
千
８
５
１
万
７
７
６
円

は
９
千
８
５
１
万
７
７
６
円

で
あ
り
、
そ
の
内
の
国
費
は

で
あ
り
、
そ
の
内
の
国
費
は

５
千
４
１
７
万
９
４
０
０
円
と

５
千
４
１
７
万
９
４
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
年

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
年

度
内
に
終
了
し
て
い
な
い
に
も

度
内
に
終
了
し
て
い
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
終
了
し
た
よ
う
に
虚

関
わ
ら
ず
終
了
し
た
よ
う
に
虚

偽
の
報
告
書
を
県
に
提
出
し
た

偽
の
報
告
書
を
県
に
提
出
し
た

こ
と
で
令
和
４
年
１
月
に
国
の

こ
と
で
令
和
４
年
１
月
に
国
の

会
計
検
査
院
が
調
査
に
入
っ
て

会
計
検
査
院
が
調
査
に
入
っ
て

い
る
。
交
付
金
の
返
還
金
額
な

い
る
。
交
付
金
の
返
還
金
額
な

ど
国
か
ら
の
結
論
は
出
て
い
な

ど
国
か
ら
の
結
論
は
出
て
い
な

い
が
「
国
費
の
返
還
を
考
え
骨

い
が
「
国
費
の
返
還
を
考
え
骨

格
予
算
と
し
た
」
と
課
長
答
弁

格
予
算
と
し
た
」
と
課
長
答
弁

が
あ
っ
た
。
傷
ん
だ
道
路
舗
装

が
あ
っ
た
。
傷
ん
だ
道
路
舗
装

事
業
な
ど
住
民
の
要
望
に
応
え

事
業
な
ど
住
民
の
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
予
算
と
な
っ
た
。

ら
れ
な
い
予
算
と
な
っ
た
。

他
方
で
は
、
施
設
の
維
持
費
に

他
方
で
は
、
施
設
の
維
持
費
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
使
用
中
止

は
、
こ
れ
ま
で
に
使
用
中
止

の
町
体
育
館
に
２
０
０
万
円

の
町
体
育
館
に
２
０
０
万
円

以
上
、
ち
び
っ
こ
天
国
に
は

以
上
、
ち
び
っ
こ
天
国
に
は

３
５
０
万
円
以
上
が
使
わ
れ
て

３
５
０
万
円
以
上
が
使
わ
れ
て

い
る
。
税
金
の
無
駄
遣
い
を
続

い
る
。
税
金
の
無
駄
遣
い
を
続

け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
的
、

　

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
的
、

効
果
的
な
予
算
編
成
と
判
断
す

効
果
的
な
予
算
編
成
と
判
断
す

る
。
る
。

　

特
に
健
康
福
祉
分
野
で
の

　

特
に
健
康
福
祉
分
野
で
の

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」
は
も

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」
は
も

ち
ろ
ん
、
障
害
者
の
生
活
を
支

ち
ろ
ん
、
障
害
者
の
生
活
を
支

援
す
る
「
障
害
者
総
合
支
援
事

援
す
る
「
障
害
者
総
合
支
援
事

業
」
を
は
じ
め
「
子
ど
も
・
子

業
」
を
は
じ
め
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
」「
子
ど
も
医

育
て
支
援
事
業
」「
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
」
の
継
続
。

療
費
助
成
事
業
」
の
継
続
。

　
教
育
文
化
施
策
の
町
独
自
事

　
教
育
文
化
施
策
の
町
独
自
事

業
の
「
本
佐
倉
城
跡
保
存
整
備

業
の
「
本
佐
倉
城
跡
保
存
整
備

事
業
」「
墨
古
沢
遺
跡
保
存
整

事
業
」「
墨
古
沢
遺
跡
保
存
整

備
事
業
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ
︵
外
国
語

備
事
業
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ
︵
外
国
語

指
導
助
手
︶
配
置
」
の
継
続
。

指
導
助
手
︶
配
置
」
の
継
続
。

　
都
市
基
盤
施
策
の
町
道
の
整

　
都
市
基
盤
施
策
の
町
道
の
整

備
や
改
良
工
事
、
電
線
地
中
化

備
や
改
良
工
事
、
電
線
地
中
化

に
よ
る
無
電
柱
化
事
業
の
継

に
よ
る
無
電
柱
化
事
業
の
継

続
、
国
の
交
付
金
を
有
効
活
用

続
、
国
の
交
付
金
を
有
効
活
用

す
る
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
自
由
通
路

す
る
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
自
由
通
路

の
補
修
工
事
な
ど
が
あ
る
。

の
補
修
工
事
な
ど
が
あ
る
。

　
緊
縮
財
政
で
あ
る
が
、
第
６

　
緊
縮
財
政
で
あ
る
が
、
第
６

次
総
合
計
画
に
む
け
「
活
力
あ

次
総
合
計
画
に
む
け
「
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
税
の
確
保

し
て
い
る
。
ま
た
、
税
の
確
保

と
し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
始

と
し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
始

ま
る
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ま
る
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
」
の
準
備
な
ど
、
納
税
者
で

ド
」
の
準
備
な
ど
、
納
税
者
で

あ
る
町
民
の
利
便
性
の
向
上
も

あ
る
町
民
の
利
便
性
の
向
上
も

評
価
し
賛
成
す
る
。

評
価
し
賛
成
す
る
。

　
ま
ず
は
、
酒
々
井
町
消
防
団

　
ま
ず
は
、
酒
々
井
町
消
防
団

員
の
定
員
・
任
免
・
給
与
・
服

員
の
定
員
・
任
免
・
給
与
・
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
が
行
わ
れ
、
消
防
団
の
報
酬

正
が
行
わ
れ
、
消
防
団
の
報
酬

額
が
業
務
の
負
荷
・
職
責
を
勘

額
が
業
務
の
負
荷
・
職
責
を
勘

案
し
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

案
し
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
。

　
次
に
、
町
立
小
・
中
学
校
修

　
次
に
、
町
立
小
・
中
学
校
修

学
旅
行
費
補
助
金
は
、
バ
ス
代

学
旅
行
費
補
助
金
は
、
バ
ス
代

金
の
値
上
が
り
等
に
よ
る
保
護

金
の
値
上
が
り
等
に
よ
る
保
護

者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
１

者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
１

ク
ラ
ス
１
泊

ク
ラ
ス
１
泊
1010
万
円
が
修
学
旅

万
円
が
修
学
旅

行
の
バ
ス
代
金
と
し
て
各
学
校

行
の
バ
ス
代
金
と
し
て
各
学
校

に
補
助
さ
れ
る
こ
と
。

に
補
助
さ
れ
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
一
般
質
問
で
も
地

　
さ
ら
に
、
一
般
質
問
で
も
地

球
温
暖
化
対
策
の
質
問
を
し
た

球
温
暖
化
対
策
の
質
問
を
し
た

が
、
電
気
自
動
車
及
び
Ｖ
２
Ｈ

が
、
電
気
自
動
車
及
び
Ｖ
２
Ｈ

シ
ス
テ
ム
を
購
入
・
設
置
す
る

シ
ス
テ
ム
を
購
入
・
設
置
す
る

町
民
に
補
助
金
の
交
付
が
さ
れ

町
民
に
補
助
金
の
交
付
が
さ
れ

る
こ
と
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

る
こ
と
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
る
こ
と
が

ら
な
い
災
害
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

大
切
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
町

　
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
町

の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
た
め
、

が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
た
め
、

予
算
を
無
駄
に
せ
ず
、
次
年
度

予
算
を
無
駄
に
せ
ず
、
次
年
度

以
降
に
つ
な
げ
る
予
算
執
行
を

以
降
に
つ
な
げ
る
予
算
執
行
を

お
願
い
し
賛
成
す
る
。

お
願
い
し
賛
成
す
る
。

国
へ
の
交
付
金
返
還
に
よ

り
住
民
の
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
予
算
に
反
対
反
対

竹
尾
　
忠
雄
　
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
有
効

的
な
活
用
に
賛
成
賛
成

町
民
が
明
る
い
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
期
待
し

賛
成
賛
成

金
塚
　
学
　
議
員

小
早
稲
　
美
穂
　
議
員
　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
よ
り
次
年
度
の

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
よ
り
次
年
度
の

予
算
編
成
に
向
け
、
審
査
の
過
程
で
指
摘
し
た
事
業
の
改
善
点
や
要

予
算
編
成
に
向
け
、
審
査
の
過
程
で
指
摘
し
た
事
業
の
改
善
点
や
要

望
な
ど
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
す
。

望
な
ど
の
提
言
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
予
算
に
基
づ
き
、
次
年
度

　
そ
し
て
、
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
予
算
に
基
づ
き
、
次
年
度

の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
毎
年
繰
り
返
し

の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
毎
年
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
で
町
政
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

て
い
く
こ
と
で
町
政
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

町は、事業計画などに基づき、
各施策やイベントなどを実施し
ます。

町は、町議会からの提言を踏
まえ、次年度の予算案を作成
します。
まえ、次年度の予算案を作成
します。

町議会は、予算が適正かつ効果的に
使われたか決算議案を審議します
町議会は、予算が適正かつ効果的に
使われたか決算議案を審議します

町議会は、予算議案をさまざまな観点
から審査し、決議します。
町議会は、予算議案をさまざまな観点
から審査し、決議します。 町

議
会
は
常
に

町
議
会
は
常
に

　
町
政
を
　
　
し
て
い
ま
す

　
町
政
を
　
　
し
て
い
ま
す

チェック

賛成・反対賛成・反対
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議　案

３月定例会

議
　
案

　
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
６
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
組
織
と

な
る
よ
う
「
文
化
観
光
課
」
を
新
設

し
、住
民
協
働
課
を
「
住
民
協
働
室
」

と
し
て
文
化
観
光
課
内
に
設
置
す
る

組
織
改
編
の
た
め
に
改
正
を
す
る
も

の
。

※
賛
成
少
数
で
否
決

行
政
組
織
条
例
な
ど
２
議
案
が
否
決

行
政
組
織
条
例
な
ど
２
議
案
が
否
決

行
政
組
織
条
例
な
ど
２
議
案
が
否
決

行
政
組
織
条
例
な
ど
２
議
案
が
否
決

迅
速
な
水
害
対
策
の
た
め
中
川
に
水
位
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か

ら
３
月

ら
３
月
1010
日
ま
で
の
９
日
間
の
会

日
ま
で
の
９
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案

期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
議
案

さ
れ
た
議
案
1717
件
と
諮
問
１
件
、

件
と
諮
問
１
件
、

1212
月
定
例
会
に
お
い
て
閉
会
中
の

月
定
例
会
に
お
い
て
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案
１
件
、

継
続
審
査
と
な
っ
た
議
案
１
件
、

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
発
議
案
１

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
発
議
案
１

件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を

件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
継

行
い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
継

続
審
査
と
な
っ
た
議
案
１
件
と
議

続
審
査
と
な
っ
た
議
案
１
件
と
議

案
第
１
号
を
除
く
議
案
及
び
発
議

案
第
１
号
を
除
く
議
案
及
び
発
議

案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

し
た
。

　
ま
た
、
町
長
か
ら
「
中
川
水
防

　
ま
た
、
町
長
か
ら
「
中
川
水
防

活
動
拠
点
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」

活
動
拠
点
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」

や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
」

症
に
係
る
町
の
対
応
に
つ
い
て
」

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
関
す
る
声
明
」
の
３
件
と
、
教

に
関
す
る
声
明
」
の
３
件
と
、
教

育
長
か
ら
「
青
少
年
交
流
の
家
に

育
長
か
ら
「
青
少
年
交
流
の
家
に

係
る
提
訴
の
経
過
報
告
に
つ
い
て
」

係
る
提
訴
の
経
過
報
告
に
つ
い
て
」

３
月
定
例
会
概
要

の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、

　
一
般
質
問
は
、
1010
名
の
議
員
が

名
の
議
員
が

２
日
間
に
わ
た
り
行
い
、
新
型
コ

２
日
間
に
わ
た
り
行
い
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
地

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
地

域
振
興
、
防
災
対
策
な
ど
町
政
全

域
振
興
、
防
災
対
策
な
ど
町
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

■
議
案
第
１
号
■

中川水防活動拠点（京成酒々井駅付近）
中川の周辺地域で頻発する水害に迅速に対応できるよう、土のうやブルーシートなどが倉庫に保管されています。
今後は、出水期に備えて、各家庭でもパソコン等で町ホームページからリアルタイムに中川の水位が確認でき
るように水位監視カメラが順次整備される予定です。

討
論

　
町
政
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て

　
町
政
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て

町
民
憲
章
の
一
部
を
改
正
し
「
文

町
民
憲
章
の
一
部
を
改
正
し
「
文

化
」
と
い
う
文
言
が
追
記
さ
れ
た
。

化
」
と
い
う
文
言
が
追
記
さ
れ
た
。

文
化
と
は
、
私
た
ち
の
住
む
酒
々

文
化
と
は
、
私
た
ち
の
住
む
酒
々

井
町
に
お
い
て
地
域
の
豊
か
な
自

井
町
に
お
い
て
地
域
の
豊
か
な
自

然
や
言
葉
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て

然
や
言
葉
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
る
祭
り
や
行
事
、
歴
史
的
な
建

い
る
祭
り
や
行
事
、
歴
史
的
な
建

造
物
や
町
並
み
、
景
観
、
さ
ら
に
、

造
物
や
町
並
み
、
景
観
、
さ
ら
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
芸
術
活
動

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
芸
術
活
動

等
、
そ
れ
自
体
が
独
自
の
価
値
を

等
、
そ
れ
自
体
が
独
自
の
価
値
を

持
ち
、
住
民
の
地
域
へ
の
誇
り
や

持
ち
、
住
民
の
地
域
へ
の
誇
り
や

愛
着
を
深
め
、
住
民
共
通
の
よ
り

愛
着
を
深
め
、
住
民
共
通
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
等
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

　
観
光
等
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

大
は
、
地
域
経
済
に
対
し
経
済
波

大
は
、
地
域
経
済
に
対
し
経
済
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
り
、

及
効
果
を
も
た
ら
す
効
果
が
あ
り
、

文
化
関
連
産
業
の
よ
う
に
、
付
加

文
化
関
連
産
業
の
よ
う
に
、
付
加

価
値
の
高
い
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

価
値
の
高
い
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
通
じ
、
文
化
が
新
た
な
需
要

供
を
通
じ
、
文
化
が
新
た
な
需
要

を
喚
起
し
、
知
識
集
約
的
産
業
と

を
喚
起
し
、
知
識
集
約
的
産
業
と

し
て
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。

し
て
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。

　
観
光
は
地
域
活
性
化
の
有
力
な

　
観
光
は
地
域
活
性
化
の
有
力
な

切
り
札
で
あ
り
、
文
化
は
魅
力
あ

切
り
札
で
あ
り
、
文
化
は
魅
力
あ

る
観
光
資
源
と
し
て
重
視
さ
れ
て

る
観
光
資
源
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
文
化
観
光
課
」

い
る
こ
と
か
ら
「
文
化
観
光
課
」

の
創
設
に
賛
成
す
る
。

の
創
設
に
賛
成
す
る
。

町
の
文
化
を
魅
力
あ
る
観
光

資
源
へ「
文
化
観
光
課
」設
置

に 

賛
成
賛
成

金
塚
　 

学
　
議
員
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議　案
「
文
化
観
光
課
」と「
住
民
協
働

課
」２
つ
の
課
と
し
て
組
織
す

る
べ
き
と
思
い
反
対
反
対

齊
藤
　
博
　
議
員

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
組
織
改

正
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め　

反
対
反
対

竹
尾  

忠
雄
　
議
員

　
反
対
の
主
な
理
由
は
三
つ
で
あ
る
。

　
１
つ
目
は
、「
文
化
」
と
「
観
光
」

の
融
合
に
つ
い
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

　
２
つ
目
は
、「
住
民
協
働
課
」が「
老

朽
化
し
た
」
等
の
理
由
に
よ
り
「
課

内
室
」
に
格
下
げ
さ
れ
た
。「
住
民
協

働
課
の
老
朽
化
」
は
町
長
の
発
言
だ

が
、「
課
内
室
」
に
す
る
の
は
本
末
転

倒
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
の
見
識
で
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。
文
化
観
光
業
務
を

担
当
す
る
同
一
の
課
内
に
お
い
て
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
住
民

協
働
課
業
務
の
改
善
は
見
込
め
な
い
。

　
３
つ
目
は
、「
住
民
協
働
課
」
と
は
、

町
民
か
ら
の
多
く
の
要
望
や
「
町
民

活
動
」
の
育
成
等
に
対
処
す
べ
き
部

署
で
あ
り
、
残
す
べ
き
で
あ
る
。

　
今
後
、「
文
化
観
光
」
の
具
体
的
な

施
策
目
標
や
業
務
内
容
を
確
定
し
た

う
え
で
、「
文
化
観
光
課
」
と
「
住
民

協
働
課
」
の
２
つ
の
課
と
し
て
組
織

す
べ
き
で
あ
る
。

　
組
織
改
正
に
つ
い
て
関
係
課
で
十

分
な
協
議
が
行
わ
れ
た
と
は
思
え
な

い
。
５
選
し
た
町
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
決
し
た
と
し
か
思
え
な
い
。

　

文
化
観
光
課
の
事
務
分
掌
に
は
、

「
文
化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
及
び
歴
史

文
化
資
産
の
活
用
に
関
す
る
こ
と︵
教

育
委
員
会
の
所
掌
に
関
す
る
者
を
除

く
︶」
と
あ
る
。
文
化
観
光
課
は
経
済

建
設
常
任
委
員
会
が
所
管
と
な
る
が
、

歴
史
文
化
等
は
教
育
民
生
常
任
委
員

会
が
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
線
引
き
が
明
確
に
で
き
ず
、
常
任

委
員
会
審
査
が
十
分
に
保
証
さ
れ
な

い
。
以
上
を
指
摘
し
反
対
す
る
。

諸
々
の
点
を
解
消
し
、改
め
て

提
出
す
れ
ば
い
い
こ
と
な
の

で
反
対
反
対

白
井  

則
邦
　
議
員

　
住
民
協
働
課
が
廃
止
と
さ
れ
る
が
、

今
は
住
民
と
の
協
働
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
。
酒
々
井
町
を
よ
り
よ
い

町
に
す
る
た
め
に
、
残
し
て
お
い
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
か
ら
議
員
控
室
の
問
題
。
今

こ
れ
に
賛
成
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

議
員
控
室
は
い
ら
な
い
と
い
う
主
張

と
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
歴
史
遺
産
は
、
観
光
に
役
に
立
つ

か
と
い
う
視
点
よ
り
、
ま
ず
は
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
物
を
、
次
世
代
に

残
し
て
い
く
と
い
う
感
覚
が
非
常
に

大
事
で
あ
る
。

　
議
会
は
観
光
に
反
対
な
の
で
は
な

い
。
い
ま
、
こ
の
内
容
で
は
賛
成
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
ま
た
、
否
決
し
て
も
、
次
年
度
の

業
務
執
行
へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
諸
々
の
点
を
解

消
し
て
か
ら
、
改
め
て
提
出
す
れ
ば

い
い
。

町
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
要
件
が
緩
和

■
議
案
第
２
号
■

　
「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措

置
」
と
し
て
、
非
常
勤
職
員
の
育
児

休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
及
び
育
児

休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

国
民
保
護
協
議
会
委
員
の

定
数
の
改
正

■
議
案
第
３
号
■

　

国
民
保
護
計
画
の
修
正
に
伴
い
、

国
民
保
護
協
議
会
委
員
の
定
数
を
22

名
か
ら
25
名
に
増
員
す
る
た
め
に
国

民
保
護
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
国
民
保
護
協
議
会
・
・
・
都
道
府

県
ま
た
は
市
町
村
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項

を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
国
民
保
護
計

画
を
作
成
す
る
た
め
の
諮
問
機
関
。

消
防
団
員
報
酬
額
引
き
上
げ

の
一
部
改
正

■
議
案
第
４
号
■

　
消
防
団
員
へ
の
年
額
報
酬
と
出
動

報
酬
に
つ
い
て
総
務
省
消
防
庁
の

「
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
報
酬
等
の

基
準
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
標
準
額

と
な
る
よ
う
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

討
論

　
町
消
防
団
の
現
行
出
動
報
酬
額

　
町
消
防
団
の
現
行
出
動
報
酬
額

は
、
１
回
に
つ
き
１
,
５
０
０
円
。

は
、
１
回
に
つ
き
１
,
５
０
０
円
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
指
導
で
は
、

　

総
務
省
消
防
庁
の
指
導
で
は
、

１
日
あ
た
り
８

１
日
あ
た
り
８
,,
０
０
０
円
と
な

０
０
０
円
と
な

っ
て
お
り
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。

っ
て
お
り
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
条
例
案
で
は
、

　
し
か
し
、
今
回
の
条
例
案
で
は
、

消
防
庁
の
指
導
に
基
づ
き
１
日
８

消
防
庁
の
指
導
に
基
づ
き
１
日
８
,,

０
０
０
円
、
４
時
間
未
満
に
つ
い

０
０
０
円
、
４
時
間
未
満
に
つ
い

て
は
、
４

て
は
、
４
,,
０
０
０
円
の
改
定
と

０
０
０
円
の
改
定
と

な
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
国
の

な
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
国
の

指
導
に
沿
っ
た
改
善
が
な
さ
れ
た
。

指
導
に
沿
っ
た
改
善
が
な
さ
れ
た
。

　
明
日
３
月

　
明
日
３
月
1111
日
は
、
東
日
本
大

日
は
、
東
日
本
大

震
災
が
発
災
し
、
多
く
の
市
民
が

震
災
が
発
災
し
、
多
く
の
市
民
が

犠
牲
と
な
り
、
消
防
団
に
お
い
て

犠
牲
と
な
り
、
消
防
団
に
お
い
て

は
、
津
波
か
ら
市
民
を
守
る
た
め

は
、
津
波
か
ら
市
民
を
守
る
た
め

多
く
の
団
員
が
犠
牲
と
な
っ
て
し

多
く
の
団
員
が
犠
牲
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

ま
っ
た
。

　
全
国
で
は
、
令
和
２
年
度
の
消

　
全
国
で
は
、
令
和
２
年
度
の
消

防
団
員
数
は
約

防
団
員
数
は
約
8282
万
人
。
２
年
連

万
人
。
２
年
連

続
で
１
万
人
以
上
の
減
少
が
続
い

続
で
１
万
人
以
上
の
減
少
が
続
い

て
お
り
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。

て
お
り
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。

　
町
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
消

　
町
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
消

町
消
防
団
員
の
報
酬
額
等
が

改
善
さ
れ
る
た
め
賛
成
賛
成

御
園
生
　
浩
士
　
議
員

す
べ
き
で
あ
る
。
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議　案
　
平
成

　
平
成
2424
年
度
か
ら
東
日
本
大
震

年
度
か
ら
東
日
本
大
震

災
の
復
興
基
金
と
し
て
復
興
関
連

災
の
復
興
基
金
と
し
て
復
興
関
連

事
業
の
財
源
と
し
て
き
た
が
、
基

事
業
の
財
源
と
し
て
き
た
が
、
基

金
の
設
置
目
的
を
果
た
し
た
こ
と

金
の
設
置
目
的
を
果
た
し
た
こ
と

と
、
当
初
の
制
度
設
計
期
間
が
今

と
、
当
初
の
制
度
設
計
期
間
が
今

年
度
末
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら

年
度
末
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
条

例
の
廃
止

■
議
案
第
５
号
■

地域防災の要となる消防団

一
般
会
計
を
増
額
補
正

■
議
案
第
６
号
■

補正前 74億7,735万9千円

補正額 5,101万8千円

合　計 75億2,837万7千円

＜一般会計補正予算額＞

　
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
追
加

　
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
追
加

交
付
に
伴
う
増
額
を
は
じ
め
、
コ

交
付
に
伴
う
増
額
を
は
じ
め
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
た
決
算

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
た
決
算

見
込
み
に
よ
る
施
設
使
用
料
や
諸

見
込
み
に
よ
る
施
設
使
用
料
や
諸

収
入
の
減
額
の
他
、国・県
支
出
金
、

収
入
の
減
額
の
他
、国・県
支
出
金
、

町
債
や
寄
附
金
、
繰
入
金
等
の
調

町
債
や
寄
附
金
、
繰
入
金
等
の
調

整
を
行
う
も
の
。

整
を
行
う
も
の
。

　
歳
出
は
、
減
債
基
金
へ
の
積
立

　
歳
出
は
、
減
債
基
金
へ
の
積
立

金
や
、
令
和
２
年
度
新
型
コ
ロ
ナ

金
や
、
令
和
２
年
度
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
等
を
は
じ
め
と
し
た

臨
時
交
付
金
等
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
交
付
金
及
び
補
助
金
等
の
精

各
種
交
付
金
及
び
補
助
金
等
の
精

算
に
伴
う
償
還
金
の
他
、
大
規
模

算
に
伴
う
償
還
金
の
他
、
大
規
模

盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
業
務

盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
業
務

委
託
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等

委
託
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等

処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金

処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金

等
の
緊
急
を
要
す
る
経
費
を
増
額

等
の
緊
急
を
要
す
る
経
費
を
増
額

し
、
そ
の
他
、
各
種
事
務
事
業
の

し
、
そ
の
他
、
各
種
事
務
事
業
の

整
理
等
に
よ
る
決
算
見
込
み
か
ら

整
理
等
に
よ
る
決
算
見
込
み
か
ら

減
額
等
の
調
整
を
行
う
も
の
。

減
額
等
の
調
整
を
行
う
も
の
。

　
ま
た
、
年
度
内
に
終
了
で
き
な

　
ま
た
、
年
度
内
に
終
了
で
き
な

い
見
込
み
の
事
業
に
つ
い
て
繰
越

い
見
込
み
の
事
業
に
つ
い
て
繰
越

明
許
費
の
設
定
を
お
願
い
す
る
も

明
許
費
の
設
定
を
お
願
い
す
る
も

の
。
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を

増
額
補
正

■
議
案
第
７
号
■

補正前 22億9,547万4千円

補正額 2,912万円

合　計 23億2,459万4千円

＜国民健康保険特別会計補正予算額＞

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、
歳
出

整
基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、
歳
出

の
主
な
内
容
は
、
療
養
給
付
費
を

の
主
な
内
容
は
、
療
養
給
付
費
を

増
額
す
る
も
の
。

増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
を
増
額

補
正

■
議
案
第
８
号
■

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
額
の
確

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
額
の
確

定
に
伴
い
、
支
払
基
金
交
付
金
、

定
に
伴
い
、
支
払
基
金
交
付
金
、

準
備
基
金
繰
入
金
、
国
及
び
県
支

準
備
基
金
繰
入
金
、
国
及
び
県
支

出
金
等
を
増
額
。

出
金
等
を
増
額
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
費
の
決

付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
費
の
決

算
見
込
み
に
よ
り
増
額
す
る
も
の
。

算
見
込
み
に
よ
り
増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

補正前 13億6,546万3千円

補正額 5,108万円

合　計 14億1,654万3千円

＜介護保険特別会計補正予算額＞後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

を
増
額
補
正

■
議
案
第
９
号
■

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

　

歳
入
歳
出
の
確
定
等
に
伴
い
、

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

所
用
の
補
正
を
す
る
も
の
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
後
期
高

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を
増

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
歳
入
の
主
な
内

額
す
る
も
の
で
、
歳
入
の
主
な
内

容
は
、
保
険
料
を
増
額
す
る
も
の
。

容
は
、
保
険
料
を
増
額
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
可
決

補正前 3億1,511万1千円

補正額 1,176万6千円

合　計 3億2,687万7千円

＜後期高齢者医療特別会計補正予算額＞下
水
道
事
業
会
計
増
額
補
正

■
議
案
第
10
号
■

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
、
追
加

納
付
及
び
延
滞
金
を
納
付
し
た
こ
と

収
益
的
支
出

補正前 4億6,037万1千円

補正額 640万円

合　計 4億6,677万1千円

＜下水道事業会計補正予算額＞

防
団
員
の
待
遇
改
善
を
図
り
、
更

防
団
員
の
待
遇
改
善
を
図
り
、
更

に
団
員
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
く

に
団
員
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

こ
と
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。
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に
よ
る
増
額
補
正
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事

業
会
計
当
初
予
算

■
議
案
第
11
号
か
ら
第
16
号
■

　

詳
細
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
４
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
議

案
の
採
決
結
果
は
す
べ
て
可
決
で
す
。

一
般
会
計
増
額
補
正

■
議
案
第
17
号
■　

追
加
議
案

補正前 64億4,012万2千円

補正額 616万4千円

合　計 64億4,628万6千円

＜一般会計補正予算額＞
　
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
と
し
て
、
公
立
保
育
園
に
勤
務

す
る
保
育
士
等
の
給
料
・
報
酬
・
職

員
手
当
等
、
並
び
に
認
定
こ
ど
も
園

や
放
課
後
児
童
支
援
員
等
へ
の
処
遇

改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金
等
の
経

費
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
議
案
第
３
号
■

　
さ
ら
な
る
調
査
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
た
議
案
第
３
号
︵
12
月
定
例
会

に
て
上
程
︶
は
、
３
月
定
例
会
の
総

務
常
任
委
員
会
に
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
で
の
審

査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
審
議
の
結

閉
会
中
の
継
続
審
査

果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

=
議
案
内
容
=

　
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
酒
々

井
町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
、
現
在
町
長
の
職

に
あ
る
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る

が
、
公
職
の
影
響
力
に
よ
る
不
正
を

未
然
に
防
止
し
、
町
民
の
監
視
の
下

に
置
き
、
政
治
倫
理
の
更
な
る
向
上

を
図
る
た
め
、
公
職
に
あ
る
町
議
会

議
員
も
資
産
等
の
公
開
の
対
象
と
な

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

討
論

　
資
産
公
開
法
は
、
政
治
倫
理
の

　
資
産
公
開
法
は
、
政
治
倫
理
の

確
立
を
期
し
、
民
主
政
治
の
健
全

確
立
を
期
し
、
民
主
政
治
の
健
全

な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
政
治
家

な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
政
治
家

の
資
産
な
ど
を
公
開
し
、
国
民
の

の
資
産
な
ど
を
公
開
し
、
国
民
の

不
断
の
監
視
と
批
判
の
も
と
に
置

不
断
の
監
視
と
批
判
の
も
と
に
置

く
制
度
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。

く
制
度
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。

　
正
式
名
称
は
「
政
治
倫
理
の
確

　
正
式
名
称
は
「
政
治
倫
理
の
確

立
の
た
め
の
国
会
議
員
の
資
産
等

立
の
た
め
の
国
会
議
員
の
資
産
等

の
公
開
等
に
関
す
る
法
律
」
で
あ

の
公
開
等
に
関
す
る
法
律
」
で
あ

る
が
、
国
会
議
員
の
土
地
、
建
物
、

る
が
、
国
会
議
員
の
土
地
、
建
物
、

預
金
、
自
動
車
、
美
術
工
芸
品
、

預
金
、
自
動
車
、
美
術
工
芸
品
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
、
貸
付
金
な
ど
の

ゴ
ル
フ
会
員
権
、
貸
付
金
な
ど
の

政
治
倫
理
の
確
立
を
期
す
る

た
め
に
賛
成
賛
成金

塚
　
学
　
議
員

資
産
や
借
入
金
、
所
得
の
金
額
な

資
産
や
借
入
金
、
所
得
の
金
額
な

ど
を
公
開
す
る
制
度
で
あ
る
。

ど
を
公
開
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
都
道
府
県
、
政
令
指

　
す
で
に
、
都
道
府
県
、
政
令
指

定
都
市
の
議
員
、知
事
、市
町
村
長
、

定
都
市
の
議
員
、知
事
、市
町
村
長
、

特
別
区
の
区
長
に
は
国
会
議
員
の

特
別
区
の
区
長
に
は
国
会
議
員
の

制
度
に
準
じ
て
条
例
で
資
産
公
開

制
度
に
準
じ
て
条
例
で
資
産
公
開

の
制
度
を
定
め
て
お
り
、
市
町
村

の
制
度
を
定
め
て
お
り
、
市
町
村

議
会
議
員
に
対
し
て
、
公
開
さ
れ

議
会
議
員
に
対
し
て
、
公
開
さ
れ

な
い
こ
と
が
不
思
議
な
く
ら
い
で

な
い
こ
と
が
不
思
議
な
く
ら
い
で

あ
り
、
議
員
と
し
て
反
対
理
由
が

あ
り
、
議
員
と
し
て
反
対
理
由
が

見
つ
か
ら
な
い
。

見
つ
か
ら
な
い
。

　
反
対
さ
れ
る
方
は
、
資
産
公
開

　
反
対
さ
れ
る
方
は
、
資
産
公
開

を
拒
む
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し

を
拒
む
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
私
は
、
政
治
倫
理
の
確

ょ
う
か
。
私
は
、
政
治
倫
理
の
確

立
を
期
す
た
め
賛
成
す
る
。

立
を
期
す
た
め
賛
成
す
る
。

　
反
対
の
主
な
理
由
は
三
つ
で
あ

　
反
対
の
主
な
理
由
は
三
つ
で
あ

る
。
る
。

　
１
つ
目
は
、
資
産
公
開
制
度
そ

　
１
つ
目
は
、
資
産
公
開
制
度
そ

の
も
の
の
問
題
だ
が
、
報
告
書
内

の
も
の
の
問
題
だ
が
、
報
告
書
内

容
を
裏
付
け
る
証
明
書
等
の
提
出

容
を
裏
付
け
る
証
明
書
等
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
以

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
以

前
、町
長
は「
町
外
に
資
産
は
無
い
」

前
、町
長
は「
町
外
に
資
産
は
無
い
」

と
報
告
し
た
が
、後
に「
町
外
資
産
」

と
報
告
し
た
が
、後
に「
町
外
資
産
」

を
追
加
し
た
。
ど
ち
ら
が
正
し
い

を
追
加
し
た
。
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
確
認
で
き
な
い
制
度
で
あ
る
。

か
確
認
で
き
な
い
制
度
で
あ
る
。

　
２
つ
目
は
、
法
律
で
は
、
権
限

　
２
つ
目
は
、
法
律
で
は
、
権
限

の
大
き
い
首
長
及
び
都
道
府
県
、

の
大
き
い
首
長
及
び
都
道
府
県
、

政
令
市
の
議
員
に
は
報
告
義
務
が

政
令
市
の
議
員
に
は
報
告
義
務
が

比
較
的
権
限
の
小
さ
い
市
町
村

の
議
員
に
は
義
務
付
け
ま
で
は

必
要
な
い
と
思
い
反
対
反
対

齊
藤
　
博  

　
議
員

課
さ
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
権
限

課
さ
れ
て
い
る
が
、
比
較
的
権
限

の
小
さ
い
市
町
村
の
議
員
に
は
、

の
小
さ
い
市
町
村
の
議
員
に
は
、

義
務
付
け
ま
で
は
必
要
な
い
と
考

義
務
付
け
ま
で
は
必
要
な
い
と
考

え
る
。

え
る
。

　
３
つ
目
は
、
千
葉
県
内
で
は
白

　
３
つ
目
は
、
千
葉
県
内
で
は
白

井
市
が
唯
一
議
員
に
報
告
義
務
を

井
市
が
唯
一
議
員
に
報
告
義
務
を

課
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
過
去
の

課
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
過
去
の

白
井
市
で
の
混
乱
に
対
処
し
た
た

白
井
市
で
の
混
乱
に
対
処
し
た
た

め
と
思
慮
す
る
。
白
井
市
で
は
、

め
と
思
慮
す
る
。
白
井
市
で
は
、

議
員
以
外
に
副
市
長
、
教
育
長
に

議
員
以
外
に
副
市
長
、
教
育
長
に

も
報
告
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、

も
報
告
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
が
、

本
議
案
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

本
議
案
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
ま
ず
今
回
の
条
例
改
正
案
に
は
、

　
ま
ず
今
回
の
条
例
改
正
案
に
は
、

４
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
て

４
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

い
る
。

　
第
１
に
、
議
会
の
最
高
法
規
と

　
第
１
に
、
議
会
の
最
高
法
規
と

し
て
作
ら
れ
た
議
会
基
本
条
例
の

し
て
作
ら
れ
た
議
会
基
本
条
例
の

改
正
を
し
な
い
こ
と
。

改
正
を
し
な
い
こ
と
。

　
議
員
に
義
務
を
課
す
場
合
、
ま

　
議
員
に
義
務
を
課
す
場
合
、
ま

ず
議
会
基
本
条
例
の
文
言
か
ら
導

ず
議
会
基
本
条
例
の
文
言
か
ら
導

き
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
、
そ
れ
か

き
だ
せ
る
よ
う
に
す
る
、
そ
れ
か

ら
具
体
的
な
義
務
を
課
す
、
と
い

ら
具
体
的
な
義
務
を
課
す
、
と
い

う
よ
う
な
順
序
に
し
て
い
か
な
い

う
よ
う
な
順
序
に
し
て
い
か
な
い

と
、
せ
っ
か
く
制
定
し
た
議
会
基

と
、
せ
っ
か
く
制
定
し
た
議
会
基

本
条
例
が
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。

本
条
例
が
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。

　
第
２
に
、
今
回
の
条
例
改
正
案

　
第
２
に
、
今
回
の
条
例
改
正
案

は
、
議
会
と
の
協
議
無
し
に
提
出

は
、
議
会
と
の
協
議
無
し
に
提
出

さ
れ
た
こ
と
。

さ
れ
た
こ
と
。

　
第
３
に
、
こ
の
条
例
改
正
案
は
、

　
第
３
に
、
こ
の
条
例
改
正
案
は
、

こ
の
条
例
改
正
案
に
は
問
題

点
が
あ
る
た
め
反
対
反
対

白
井  

則
邦
　
議
員

議　案
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内
容
に
つ
い
て
も
不
備
が
あ
る
こ

内
容
に
つ
い
て
も
不
備
が
あ
る
こ

と
。
と
。

　
そ
し
て
第
４
に
、
敢
え
て
議
会

　
そ
し
て
第
４
に
、
敢
え
て
議
会

と
の
対
立
を
煽
る
よ
う
な
条
例
案

と
の
対
立
を
煽
る
よ
う
な
条
例
案

を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の

を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の

姿
勢
が
一
番
問
題
だ
と
思
っ
て
い

姿
勢
が
一
番
問
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
感
情
的
な
対
立
を

る
。
こ
れ
で
は
感
情
的
な
対
立
を

招
い
て
し
ま
い
百
害
あ
っ
て
一
利

招
い
て
し
ま
い
百
害
あ
っ
て
一
利

無
し
で
あ
る
。
誰
の
た
め
に
も
な

無
し
で
あ
る
。
誰
の
た
め
に
も
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

　
以
上
の
４
点
の
理
由
か
ら
、
反

　
以
上
の
４
点
の
理
由
か
ら
、
反

対
す
る
。

対
す
る
。

　
市
町
村
議
員
も
政
治
家
で
あ
る

　
市
町
村
議
員
も
政
治
家
で
あ
る

か
ら
資
産
公
開
は
必
要
だ
と
思
っ

か
ら
資
産
公
開
は
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

　
し
か
し
、
議
員
の
問
題
で
あ
る

　
し
か
し
、
議
員
の
問
題
で
あ
る

の
で
議
員
全
員
で
議
論
し
決
め
る

の
で
議
員
全
員
で
議
論
し
決
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

べ
き
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
は
議
員
に
相
談
な
く
町
長
の

今
回
は
議
員
に
相
談
な
く
町
長
の

一
方
的
な
提
案
に
対
し
て
の
反
対

一
方
的
な
提
案
に
対
し
て
の
反
対

で
あ
る
。

で
あ
る
。

　
町
長
の
資
産
公
開
条
例
は
、
国

　
町
長
の
資
産
公
開
条
例
は
、
国

の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た

の
法
律
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
例
の
目
的

も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
例
の
目
的

に
そ
も
そ
も
議
員
を
含
ま
せ
る
こ

に
そ
も
そ
も
議
員
を
含
ま
せ
る
こ

と
自
体
が
な
じ
ま
な
い
。

と
自
体
が
な
じ
ま
な
い
。

　
以
上
を
指
摘
し
反
対
す
る
。

　
以
上
を
指
摘
し
反
対
す
る
。

議
員
は
国
の
法
律
に
基
づ
か

な
い
独
自
の
条
例
が
必
要
と

考
え 

反
対
反
対竹

尾
　
忠
雄 

　
議
員

諮
　
問

松
本
氏
を
人
権
擁
護
委
員
に

推
薦

■
諮
問
第
１
号
■

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
問
題

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
問
題

に
深
い
理
解
が
あ
り
人
権
擁
護
委

に
深
い
理
解
が
あ
り
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
実
績
の
あ
る

員
と
し
て
実
績
の
あ
る
松松ま
つ
も
と

ま
つ
も
と本本

眞眞し
ん
ご

し
ん
ご吾吾

氏
を
引
き
続
き
候
補
者
と
し
て
推

氏
を
引
き
続
き
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
を
求

薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
を
求

め
る
も
の
。

め
る
も
の
。

　
任
期
は
、
令
和
４
年
７
月
１
日

　
任
期
は
、
令
和
４
年
７
月
１
日

か
ら
３
年
。

か
ら
３
年
。

※
全
員
賛
成
で
適
任

※
全
員
賛
成
で
適
任

▼
人
権
擁
護
委
員

▼
人
権
擁
護
委
員
・
・
・
人
権
擁

・
・
・
人
権
擁

護
委
員
法
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、

護
委
員
法
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、

人
権
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
人
権

人
権
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
人
権

思
想
の
普
及
に
努
め
る
法
務
大
臣

思
想
の
普
及
に
努
め
る
法
務
大
臣

委
嘱
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

委
嘱
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

委
嘱
に
あ
た
っ
て
は
、
町
長
が
議

委
嘱
に
あ
た
っ
て
は
、
町
長
が
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
候
補
者
を

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
候
補
者
を

大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
と
な
っ
て

大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
２
月

　
２
月
2424
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
こ
と
を
受

イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
た
こ
と
を
受

け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
巡
る
決

け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
巡
る
決

議
案
が
３
月

議
案
が
３
月
1010
日
の
本
会
議
に
出

日
の
本
会
議
に
出

席
し
た
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及

席
し
た
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及

び
副
委
員
長
か
ら
提
出
が
あ
り
、

び
副
委
員
長
か
ら
提
出
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
提
出
者
）

（
提
出
者
）

　
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

　
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

御
園
生
浩
士　
議
員

御
園
生
浩
士　
議
員

（
賛
成
者
）

（
賛
成
者
）

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長

地
福
美
枝
子　
議
員

地
福
美
枝
子　
議
員

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

須
藤　
伸
次　
議
員

須
藤　
伸
次　
議
員

　　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長

教
育
民
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長

白
井　
則
邦　
議
員

白
井　
則
邦　
議
員

　　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長

経
済
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長

大
石　
法
子　
議
員

大
石　
法
子　
議
員

▼
決
議

▼
決
議
・
・
・
議
会
が
、
議
会
の

・
・
・
議
会
が
、
議
会
の

意
思
を
対
外
的
に
表
明
す
る
た
め

意
思
を
対
外
的
に
表
明
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
議
決
の
こ
と
で
す
。

に
行
わ
れ
る
議
決
の
こ
と
で
す
。

決
議
は
、
議
員
が
発
案
し
て
本
会

決
議
は
、
議
員
が
発
案
し
て
本
会

議
に
諮
り
ま
す
。

議
に
諮
り
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
含
む
国
際

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
を
含
む
国
際

社
会
が
緊
張
の
緩
和
と
打
開
に
向
け
て
懸
命
な
外
交
努
力
を
重
ね
て

社
会
が
緊
張
の
緩
和
と
打
開
に
向
け
て
懸
命
な
外
交
努
力
を
重
ね
て

き
た
。

き
た
。

　

し
か
し
、
２
月

　

し
か
し
、
２
月
2424
日
、
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
攻
撃
、

日
、
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
攻
撃
、

侵
略
を
開
始
し
た
。

侵
略
を
開
始
し
た
。

　

今
回
の
行
動
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一

　

今
回
の
行
動
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一

体
性
を
侵
害
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
有
す
る
、
戦
争
の
恐
怖
と
欠

体
性
を
侵
害
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
有
す
る
、
戦
争
の
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で

乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
と
と
も
に
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で

あ
る
と
と
も
に
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で

あ
り
、
国
連
憲
章
に
明
確
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

あ
り
、
国
連
憲
章
に
明
確
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
日
本
国
民
は
核
兵
器
に

　

ま
た
、
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
日
本
国
民
は
核
兵
器
に

よ
る
威
嚇
・
使
用
を
ほ
の
め
か
す
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
非
人
道
的
言

よ
る
威
嚇
・
使
用
を
ほ
の
め
か
す
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
非
人
道
的
言

動
は
絶
対
に
看
過
で
き
な
い
。

動
は
絶
対
に
看
過
で
き
な
い
。

　

こ
の
事
態
は
欧
州
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
が
位
置
す
る
ア
ジ
ア
を

　

こ
の
事
態
は
欧
州
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
が
位
置
す
る
ア
ジ
ア
を

含
む
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
そ

含
む
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
そ

の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
暴
挙
で
あ
る
。

　

酒
々
井
町
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
力
に
よ
る
侵
略
行
為

　

酒
々
井
町
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
力
に
よ
る
侵
略
行
為

は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ず
、
最
も
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
。

は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ず
、
最
も
強
い
言
葉
で
非
難
す
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
即
時
に
軍
の
攻
撃
を
停
止
し
、

　

国
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
即
時
に
軍
の
攻
撃
を
停
止
し
、

部
隊
の
撤
収
を
求
め
、
日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る
平
和
主
義
の
も
と
、

部
隊
の
撤
収
を
求
め
、
日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る
平
和
主
義
の
も
と
、

国
際
社
会
の
恒
久
平
和
を
世
界
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。

国
際
社
会
の
恒
久
平
和
を
世
界
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
は
、
今
こ
そ
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
外
交
手
段
を
駆
使
し
、

　

国
際
社
会
は
、
今
こ
そ
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
外
交
手
段
を
駆
使
し
、

速
や
か
な
平
和
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

速
や
か
な
平
和
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　

令
和
４
年
３
月

　

令
和
４
年
３
月
1010
日日

酒
々
井
町
議
会　

酒
々
井
町
議
会　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
強
く
非
難
す
る
決
議

■第１号■
発議案

議　案
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各常任委員会での審査結果審査結果審査結果審査結果審査結果
◎…委員長　　○…副委員長

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第１号 町行政組織条例及び町議会委員会条例の一部改正 ０ ４ 原案否決
議案第２号 町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ４ ０ 原案可決
議案第３号 国民保護協議会条例の一部改正 ４ ０ 原案可決
議案第４号 町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 ４ ０ 原案可決
議案第５号 東日本大震災復興基金条例の廃止 ４ ０ 原案可決
議案第６号 令和３年度一般会計補正予算（第７号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第 11 号 令和４年度一般会計予算　※委員会担当分野 ３ １ 原案可決

議案第３号 政治倫理の確立のための酒々井町長の資産等の公開に関する条例の
一部改正（12 月定例会で閉会中の継続審査となった議案）

0 3
原案否決

棄権１名

総務常任委員会
委員　◎御園生／○内海
　　　　川島／竹尾
　　　　小早稲

■総務課、企画財政課、税務住民課、会計室、
　議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、
　その他の事務についての審査を担当

委員　◎地福／○白井
　　　　佐藤／齊藤
　　　　金塚／酒瀨川

教育民生常任委員会
■住民協働課、健康福祉課、
　教育委員会についての審
　査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第６号 令和３年度一般会計補正予算（第７号）※委員会担当分野 ５ ０ 原案可決
議案第７号 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ５ ０ 原案可決
議案第８号 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第２号） ５ ０ 原案可決
議案第９号 令和３年度 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ５ ０ 原案可決

議案第 11 号 令和４年度一般会計予算　※委員会担当分野 ５ ０ 原案可決
議案第 12 号 令和４年度国民健康保険特別会計予算 ５ ０ 原案可決
議案第 13 号 令和４年度介護保険特別会計予算 ５ ０ 原案可決
議案第 14 号 令和４年度後期高齢者医療特別会計予算 ５ ０ 原案可決

委員　◎須藤／○大石
　　　　髙﨑／越川
　　　　江澤

経済建設常任委員会
■経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、農業委員会に
　ついての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第６号 令和３年度一般会計補正予算（第７号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第 10 号 令和３年度下水道事業会計補正予算（第４号） ４ ０ 原案可決
議案第 11 号 令和４年度一般会計予算　※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決
議案第 15 号 令和４年度水道事業会計予算 ４ ０ 原案可決
議案第 16 号 令和４年度下水道事業会計予算 ４ ０ 原案可決

各常任委員会の審査結果
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本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

３月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
須
藤
御
園
生

川
島
議
長

齊齊
藤
内
海
佐
藤
江
澤
竹
尾
地
福
越
川
髙
﨑

＜条例の一部改正＞

１ 町行政組織条例及び町議会委員会条例の一部改正 否　決
（賛 4・否 10）× × ○ × ○ × × ― × 欠 × × × × ○ ○

２ 町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 国民保護協議会条例の一部改正 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部改正

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜条例の廃止＞

５ 東日本大震災復興基金条例の廃止 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和３年度補正予算＞

６ 一般会計補正予算（第７号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 下水道事業会計補正予算（第４号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和４年度当初予算＞

11 一般会計予算 可　決
（賛 12・否 2）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○

12 国民健康保険特別会計予算 可　決
（賛 12・否 2）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○

13 介護保険特別会計予算 可　決
（賛 12・否 2）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○

14 後期高齢者医療特別会計予算 可　決
（賛 12・否 2）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○

15 水道事業会計予算 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 下水道事業会計予算 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜令和４年度補正予算＞

17 一般会計補正予算（第１号） 可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜諮問＞

１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 適　任
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜条例の一部改正（閉会中の継続審査）＞12月定例会で閉会中の継続審査となった議案

３ 政治倫理の確立のための酒々井町長の資産等の公開に
関する条例の一部改正

否　決
（賛 4・否 8）

棄
権 × ○ × ○ 棄

権 × ― × 欠 × × × × ○ ○

＜発議案＞議員提出による議案

１ ロシアによるウクライナへの侵略を強く非難する決議
（提出者　御園生浩士 議員　他４名）

可　決
（賛 14・否 0）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議での議決結果
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一般質問

１
（P13） 大石　法子

▶ 子宮頸がん ( Ｈ P Ｖワクチン ) 予防接種
▶ ヘルシータウンの安全確保
▶ かおテレビの導入

２
（P13） 酒瀨川 芳子 ▶ 町役場庁舎玄関の花植え

３
（P14） 金塚　 学

▶ 安心・安全なまちづくりの推進
▶ いきいきと生活できるまちづくりの推進
▶ 教育環境の整備促進

４
（P14） 須藤　伸次 ▶ 町の都市計画・市街地整備等

５
（P15） 江澤　眞一 ▶ 町国土強靭化地域計画

６
（P15） 小早稲 美穂

▶ 資源回収
▶ しすい民話絵本
▶ 地球温暖化防止実行計画

７
（P16） 齊藤　 博

▶ 高齢者介護施策
▶ コミュニティプラザ
▶ コロナ禍における町職員の勤務体制

８
（P16） 白井　則邦

▶ 生理の貧困
▶ 空き家対策
▶ 子育て世代への臨時特別給付金
▶ 子どもの居場所の確保
▶ 会計年度任用職員

９
（P17） 竹尾　忠雄

▶ 中学校グラウンド拡張
▶ 町体育館
▶ 中央台団地と消防署前を結ぶ道路改良
▶ 新型コロナウイルス対策
▶ 給食センター老朽化に伴う新設の検討

10
（P17） 御園生 浩士

▶ 町の防災
▶ 令和４年度予算
▶ コロナ禍における学校教育

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、事務の

執行状況や将来の方針などについ

ての報告や説明を町長などの執行

機関に求めることです。

　３月定例会では、３月９日と

10 日の２日間で 10 名の議員が登

壇し、町政について質問しました。

ここでは、質問と答弁を要約した

内容を質問順にお知らせします。

　※今回の令和４年第１回定例会

の会議録 ( ５月下旬発行予定 ) は、

インターネットまた

は図書館でご覧いた

だけます。

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴
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一般質問

大石 法子大石 法子議員議員

問　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
対

象
者
や
保
護
者
に
対
し
て
の
周
知
方
法
と
積

極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期
間
に
接
種

機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
対
象
者
へ
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
令
和
２
年
10
月
に
国
の
方

針
変
更
に
よ
り
、
町
で
は
対
象
年
齢
と
な
る

小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の
女
子

に
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
安
全
性
を
記
載

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
を
始
め
、
昨
年

11
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積

極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
廃
止
と
な
り
、
接

種
機
会
を
逃
し
た
対
象
者
︵
平
成
９
年
度
か

ら
平
成
17
年
度
生
ま
れ
︶
に
対
し
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
対

象
者
に
は
個
別
通
知
を
送
付
し
、
希
望
者
に

は
接
種
を
行
っ
て
い
く
。
な
お
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
期
間
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
令

和
７
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
と
な
る
。

問　
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
団
地
︵
上
岩
橋
︶
の

出
入
口
が
一
か
所
で
あ
る
が
、
有
事
の
際
に

こ
の
一
か
所
が
何
ら
か
の
事
由
で
使
え
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
何
か
し
ら
の
対

応
が
必
要
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
京
成
車
両
基
地
拡
張
に
伴
う
周
辺
道

路
整
備
に
つ
い
て
計
画
を
伺
う
。

副
町
長　
現
状
で
は
、
町
や
消
防
団
、
地
域

の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
障
害
物
等

を
撤
去
し
、
通
路
を
確
保
し
て
避
難
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
団
地

入
口
か
ら
線
路
に
向
か
う
町
道
は
廃
止
と
な

り
、
団
地
入
口
か
ら
水
路
に
平
行
す
る
イ
メ

ー
ジ
で
道
路
︵
幅
員
７
メ
ー
ト
ル
︶
が
付
け

替
わ
る
計
画
と
聞
い
て
い
る
。

問　
乳
幼
児
期
に
必
要
な
社
会
性
発
達
の
状

況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
検

査
機
械
「
か
お
テ
レ
ビ
」
の
導
入
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
導
入
し
て
い
る
自
治
体
か

ら
、
保
護
者
の
満
足
度
が
高
か
っ
た
一
方
で
、

通
常
の
対
面
健
診
と
同
じ
結
果
と
な
り
重
複

作
業
と
な
る
こ
と
や
機
器
費
用
等
の
課
題
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
当
町
で
は
保

健
師
が
一
人
ひ
と
り
時
間
を
か
け
て
面
接
を

行
い
、
発
達
状
況
を
確
認
し
て
い
る
が
、「
か

お
テ
レ
ビ
」
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
使
い
勝

手
等
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
送
付
し
、
希
望

者
に
は
接
種
を
行
っ
て
い
く

問
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
を

逃
し
た
方
へ
の
対
策
は

ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
団
地
の
安
全
確
保
を

か
お
テ
レ
ビ
の
導
入
を

　
住
民
協
働
課
で
行
っ
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
、

年
２
回
、
春
と
秋
に
町
か
ら
花
苗
の
配
布
が

あ
り
、
現
在
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

９
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
花
植
え
を
行

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
酒
々
井
町
役
場
庁

舎
の
玄
関
に
は
花
が
植
え
ら
れ
て
お
ら
ず
殺

風
景
で
あ
る
。

問　
玄
関
前
の
管
理
は
ど
こ
の
課
の
管
轄
か
。

企
画
財
政
課
長　
企
画
財
政
課
の
所
管
と
な

る
。

問　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
町
内
美
化
活
動
で
あ
る
が
、
役
場
庁
舎

の
玄
関
を
飾
る
の
は
役
場
の
仕
事
だ
と
思
う

が
、
な
に
か
植
栽
は
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
近
隣
の
自
治
体
で
は
玄
関

周
辺
に
花
等
の
植
栽
を
行
い
、
彩
を
添
え
て

い
る
が
、
中
央
庁
舎
の
玄
関
は
日
当
た
り
が

悪
い
た
め
、
植
栽
の
場
所
や
管
理
方
法
を
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問　
昨
年
秋
の
住
民
協
働
課
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
で
は
町
の
花
「
水
仙
」
の
球
根
を
花
苗

と
と
も
に
配
布
し
た
が
、
今
年
も
秋
の
花
苗

配
布
の
時
に
「
水
仙
」
の
球
根
を
配
布
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

住
民
協
働
課
長　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
来
年

度
も
継
続
し
て
い
く
。
秋
に
は
本
年
度
同
様

に
「
水
仙
」
も
配
布
し
て
い
き
た
い
。

問　
役
場
庁
舎
玄
関
に
花
を
植
え
る
企
画
が

あ
れ
ば
、
花
植
え
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ

て
行
う
事
も
で
き
る
が
、
水
や
り
な
ど
の
管

理
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
討
し
て

頂
け
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
知
識
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
明
る
い
お
花

で
迎
え
ら
れ
る
玄
関
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

答
玄
関
前
は
日
当
た
り
が
悪
い
の
で
、

場
所
等
を
検
討
す
る

問
庁
舎
前
に
き
れ
い
な
花
の
植
栽
を

酒瀨川 芳子酒瀨川 芳子議員議員
訪れる方に楽しんでいただけるよう
役場職員が植えたパンジーなど

（役場ロータリー）
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一般質問

答
現
在
、条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く

問
帰
宅
困
難
者
対
策
の
条
例
制
定
を

金塚　学金塚　学議員議員

問　
東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
と
な
り
、
当

町
で
も
様
々
な
災
害
を
想
定
し
て
避
難
訓
練

等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
役

場
閉
庁
後
の
夜
間
や
役
場
閉
庁
日
の
休
日
に

災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
策
と
計
画
を
伺
う
。
ま
た
、
帰
宅
困

難
者
対
策
と
し
て
、
事
業
者
に
協
力
を
求
め

る
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
や
休
日
に
地
震
や
台
風
想
定
で
の
災

害
対
策
本
部
運
営
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
６
月
に
千
葉
県
と
共
催
で
防
災
訓
練
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
も

よ
る
が
、
多
く
の
住
民
に
参
加
頂
け
る
よ
う

進
め
て
い
る
。
現
在
、
防
災
計
画
等
で
事
業

者
に
帰
宅
困
難
者
対
策
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
、
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、

他
市
町
村
の
状
況
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

問　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
︵
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
︶
に

つ
い
て
、
認
知
の
向
上
と
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て

条
例
の
制
定
予
定
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
平
成
31
年
度
に
策
定
し
た

「
酒
々
井
健
康
プ
ラ
ン
」
で
、
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
の
予
防
対
策
等
を
重
要
と
し
て
お

り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
健

康
増
進
計
画
を
策
定
す
る
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
の
で
、
町
民
ニ
ー
ズ
等
を

把
握
し
て
、
町
と
し
て
検
討
し
た
い
。

問　
昭
和
58
年
に
設
置
さ
れ
た
酒
々
井
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
今
年
で
39
年
と
な
る

が
、
老
朽
化
に
伴
う
建
物
の
建
て
替
え
の
検

討
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
第
６
次
町
総
合
計
画
の
前

期
基
本
計
画
で
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
、
早

い
段
階
で
出
来
る
様
に
努
力
し
て
い
く
。

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
を安全安心な給食を提供する

学校給食センター

問　
酒
々
井
町
は
成
田
空
港
に
近
く
、ま
た
、

交
通
の
利
便
性
の
高
さ
な
ど
町
の
利
点
を
活

か
す
た
め
に
、成
田
国
際
空
港
株
式
会
社︵
Ｎ

Ａ
Ａ
︶
や
成
田
市
と
の
連
携
に
よ
る
町
の
活

性
化
策
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
Ｎ
Ａ
Ａ
の
社
長
と
会
談
し

た
際
に
、
町
と
Ｎ
Ａ
Ａ
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
旨
の
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。
以
降

双
方
の
連
携
に
よ
り
地
域
共
生
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
併
せ
て
、

成
田
空
港
を
中
心
に
千
葉
県
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
成
田
空
港

活
用
協
議
会
の
会
員
と
し
て
、
そ
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
。

問　
国
道
２
９
６
号
線
は
千
葉
県
管
理
で
あ

る
が
、
敷
設
後
数
十
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
見
受
け
ら
れ
る
。
町
は
ど
の
よ
う
に
県
と

連
携
し
て
道
路
の
補
修
や
環
境
整
備
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
道
と
県
道
が
接

続
し
て
い
る
道
路
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
併

せ
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
職
員
や
一
般
利
用
者

か
ら
の
通
報
な
ど
に
よ
り
損
傷
箇
所
を
確
認

し
た
場
合
に
は
、
逐
次
道
路
管
理
者
で
あ
る

印
旛
土
木
事
務
所
へ
連
絡
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
県
道

と
町
道
の

接
続
部
に

お
い
て
は
、

管
理
区
分

に
基
づ
い

て
各
管
理

者
が
補
修

等
を
実
施

し
て
い
る
。

問　
高
齢
化
に
よ
り
車
に
乗
ら
な
い
方
が
増

え
て
い
る
が
、
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
新
規

ル
ー
ト
の
路
線
バ
ス
が
必
要
と
思
う
が
、
バ

ス
会
社
と
の
連
携
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
町
で
は
、
外
出
支
援
の
た

め
、「
し
す
い
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
」
や
「
高

齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
」、

「
妊
婦
乳
児
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
」

な
ど
、
多
様
な
移
動
手
段
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
既
存

の
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
を
有
効
活
用
す

る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
と
併
せ
て
重
要

と
な
る
事
業
費
等
を
十
分
考
慮
し
た
移
動
手

段
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答
町
の
利
点
を
生
か
し
た
活
性
化
策
を

進
め
る
べ
き

成
田
国
際
空
港
な
ど
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

須藤 伸次須藤 伸次議員議員

適切な管理に努めている町道

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）とは、肺気腫など咳や痰、息切れが主な症状で肺への空気の流
れが悪くなる病気で、診断された方の９割以上の方は喫煙者とされています。

こと ば
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一般質問
　
酒
々
井
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い

て
次
の
点
を
伺
う
。

問　
計
画
の
目
的
を
伺
う
。

総
務
課
長　
「
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活

の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資

す
る
国
土
強
靭
化
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
国
や
県
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
町
に
お
い
て
も
国

等
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
規
模
自
然
災

害
が
起
き
て
も
町
が
機
能
不
全
に
陥
ら
な
い

「
強
さ
」
と
「
し
な
や
か
さ
」
を
兼
ね
備
え

た
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
「
酒
々
井
町
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
た
。

問　
酒
々
井
町
地
域
防
災
計
画
と
の
関
連
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
酒
々
井
町
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
は
、
酒
々
井
町
地
域
防
災
計
画
の
み
な
ら

ず
、
酒
々
井
町
総
合
計
画
な
ど
、
行
政
全
般

に
係
わ
る
町
の
計
画
等
の
指
針
と
な
る
べ
き

も
の
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
実
施
計
画
と
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
事
業
を

「
酒
々
井
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
係
る

関
連
事
業
一
覧
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
毎
年

度
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。
財
源
に
つ
い
て

は
、
関
係
府
省
庁
の
支
援
に
よ
る
交
付
金
・

補
助
金
な
ど
、
各
事
業
に
お
い
て
有
効
な
財

源
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問　
酒
々
井
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
中

で
町
体
育
館
の
老
朽
化
対
策
を
検
討
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
、
町
体
育
館
は
耐
震

性
の
問
題
か
ら
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。
平

成
23
年
度
に
酒
々
井
町
体
育
館
検
討
委
員
会

か
ら
町
体
育
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を

い
た
だ
い
た
が
、
財
源
等
の
課
題
か
ら
提
言

の
内
容
で
進
め
る
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
後
は
関
係

各
課
職
員
に

よ
る
「
町
民

体
育
館
基
本

計
画
策
定
委

員
会
」
に
お

い
て
人
口
減

少
や
維
持
管

理
費
等
も
含

め
、
総
合
的

に
検
討
し
て

い
く
。

答
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
指
針
と
な
る

問
酒
々
井
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

目
的
は
何
か

江澤 眞一江澤 眞一議員議員

老朽化により使用を禁止している町体育館

問　
自
治
体
の
ご
み
袋
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製

１
０
０
％
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
が
、
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
混
ぜ
る
と
温
室
効

果
ガ
ス
が
削
減
さ
れ
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
今
後
、
清
掃
組
合
や
佐
倉

市
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
燃
え
る
ご
み
の
焼
却
時
の
燃
料
に
も
な

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
、
町
で
は
資
源
物
と

し
て
収
集
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
る
が
、

今
後
、
清
掃
組
合
や
佐
倉
市
と
協
議
し
た
い
。

問　
不
要
な
物
が
粗
大
ご
み
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
る
が
、
必
要
と
す
る
人
・
使
っ
て
く

れ
る
人
に
譲
る
方
策
も
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
不
要
と
な
っ
た
物
で
も
使

え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
な
人
に
譲
る
と

い
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
あ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
も
の
の
啓
発
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
資
源
回
収
が
で
き
な
く
な
る
地
域
も
こ

れ
か
ら
出
て
く
る
と
思
う
が
、
収
集
の
現
状

維
持
が
で
き
る
よ
う
町
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
資
源
回
収
団
体
が
継
続
で

き
る
よ
う
町
で
も
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
現
在
「
し
す
い
み
ん
わ
絵
本
」
は
、
配

布
の
み
で
あ
る
が
、
販
売
し
な
い
理
由
と
予

約
販
売
は
で
き
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
制
作
に
補
助
金
を
活
用
し

て
い
る
の
で
販

売
は
で
き
な

い
。
原
版
は
あ

る
の
で
増
刷
は

可
能
だ
が
、
少

量
だ
と
コ
ス
ト

が
高
く
な
る
の

で
、
要
望
等
を

把
握
し
て
検
討

し
た
い
。

問　
「
し
す
い
み
ん
わ
絵
本
」
の
今
後
の
予

定
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
民
話
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

掲
載
や
展
示
会
な
ど
、
で
き
た
絵
本
、
集
め

た
民
話
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

問答
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
た
め

ご
み
袋
の
材
質
変
更
を

清
掃
組
合
や
佐
倉
市
と
協
議
し
た
い

資
源
回
収
の
促
進
を

し
す
い
民
話
絵
本
の
販
売
を

「まるごとしすい」でも全10巻が読めます

小早稲 美穂小早稲 美穂議員議員
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一般質問

答
現
行
の
支
給
制
度
を
継
続
し
て
い
く

問
在
宅
介
護
の
世
帯
に
慰
労
金
の
支
給
を

問　
町
の
介
護
認
定
者
は
、
今
後
も
増
加
し
、

３
年
後
に
１
,
０
０
０
人
を
超
え
る
と
町
は

想
定
し
て
い
る
。「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で

は
令
和
８
年
度
ま
で
に
新
た
な
介
護
施
設
の

整
備
計
画
が
あ
る
が
、
計
画
の
概
要
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
に
、
新
た
な
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
施

設
の
種
類
や
収
容
人
数
な
ど
は
、
検
討
段
階

で
あ
る
が
、
令
和
６
年
３
月
に
策
定
の
介
護

保
険
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

問　
介
護
保
険
制
度
の
発
足
以
前
、
在
宅
介

護
の
世
帯
へ
の
援
助
と
し
「
介
護
手
当
」
が

支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
保
険
制
度
に
よ
り
、

在
宅
介
護
の
必
要
が
な
く
な
る
と
し
て
廃
止

さ
れ
た
が
、
現
実
は
そ
う
な
ら
ず
、
今
後
も

「
在
宅
介
護
」
に
頼
る
し
か
な
い
と
思
う
の

で
、
介
護
度
３
以
上
の
方
を
在
宅
介
護
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
す

べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
町
の
家
族
介
護
慰
労
金
支

給
事
業
は
介
護
認
定
要
介
護
３
以
上
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
に
在
宅
介
護
を
家
族

が
行
っ
て
い
る
方
に
対
し
、
慰
労
金
10
万
円

を
支
給
し
て
お
り
、
令
和
２
年
１
月
に
規
則

改
正
に
よ
り
対
象
要
件
を
変
更
し
た
こ
と
か

ら
、し
ば
ら
く
現
行
制
度
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
平
成
26
年
に
始
ま
っ
た
「
酒
々
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
改
修
計
画
」が
進
ん
で
い
な
い
。

佐
倉
市
と
の
基
本
的
な
合
意
は
あ
る
の
か
。
ま

た
改
修
の
目
的
で
あ
る
民
間
経
営
へ
の
移
行

も
、
町
は
「
ち
び
っ
こ
天
国
」
で
失
敗
し
、
大

き
な
代
償
を
払
い
、
施
設
の
再
開
も
で
き
て
い

な
い
。
計
画
の
廃
止
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
佐
倉
市
に
求
め
る
町
の
要

求
は
改
修
費
用
の
応
分
の
負
担
で
あ
り
、
ま
だ

基
本
合
意

は
図
ら
れ

て
い
な
い
。

民
間
の
経

営
能
力
等

を
活
用
し
、

整
備
・
運

営
等
を
検

討
し
て
い

き
た
い
。

飲食施設の整備など大規模改修を計画
している酒々井コミュニティプラザ

コ
ミ
プ
ラ
改
修
計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き

問　
役
場
施
設
や
学
校
に
お
い
て
、
生
理
用

品
の
非
対
面
で
の
配
布
予
定
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
経
済
的
な
理
由
か
ら
入
手

困
難
な
方
へ
令
和
３
年
６
月
か
ら
健
康
福
祉

課
窓
口
な
ど
で
対
面
で
配
布
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
生
活
支
援
、
隠
れ
た
貧
困
の
発
見

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
非
対
面
で

は
な
く
対
面
で
の
配
布
を
継
続
し
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長　
各
学
校
か
ら
は
、
衛
生
上

等
問
題
が
あ
る
の
で
、
保
健
室
で
養
護
教
諭

か
ら
の
提
供
が
望
ま
し
い
と
回
答
を
得
た
。

直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に

よ
り
、
個
々
の
家
庭
状
況
に
応
じ
た
対
応
が

可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

問　
１
月
29
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
京
成
電

鉄
・
京
成
不
動
産
主
催
の
空
き
家
対
策
セ
ミ

ナ
ー
は
、
酒
々
井
町
行
事
の
共
催
及
び
後
援

に
関
す
る
規
定
の
不
承
認
の
基
準
で
あ
る

「
営
利
目
的
」
に
該
当
し
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
京
成
電
鉄
と
締
結
し
た

「
酒
々
井
町
空
き
家
等
対
策
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
及
び
有

効
活
用
等
を
促
進
す
る
た
め
に
、
所
有
者
へ

の
意
識
啓
発
を
目
的
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
後

援
し
た
も
の
で
あ
り
、
営
利
目
的
に
該
当
し

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に

つ
い
て
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
て
い

な
い
家
庭
へ
の
支
給
予
定
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長　
令
和
３
年
度
は
支
給
予
定
が

な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
す
べ
て
の
子
育
て
世
帯
に
及
ん
で
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
来
年
度
以

降
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
の
増
築
︵
ふ
れ

あ
い
広
場
・
第
２
会
議
室
︶
工
事
は
、
児
童

館
の
機
能
も
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
る
と
さ

れ
て
い
た
が
、
利
用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
利
用
を
中
止

し
て
い
る
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を
判
断
し
、
小
・
中
学
生

を
中
心
と
し
た
学
習
の
場
や
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
世
代
の
方
が
交
流
で
き
る
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
対
面
で
の
配
布
に
よ
り
、
個
々
の
家
庭
状

況
の
把
握
が
で
き
る

問
役
場
や
学
校
に
お
い
て
、
生
理
用
品
の

非
対
面
で
の
配
布
予
定
は
あ
る
の
か

白井 則邦白井 則邦議員議員

町
が
後
援
し
た
こ
と
に
疑
義
が
あ
る

全
て
の
子
育
て
世
帯
へ
給
付
金
の
支
給
を

子
ど
も
の
居
場
所
確
保

藤　博藤　博議員議員
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一般質問
問　

平
成
21
年
度
の
中
学
生
模
擬
議
会
で

「
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
場
が
重
な

っ
て
度
々
危
険
な
思
い
を
し
た
の
で
、
安
全

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
」
と
の
生
徒
の
訴
え
に
、

町
長
は
「
交
錯
し
て
極
め
て
危
険
だ
と
承
知

し
て
い
る
」「
比
較
的
短
い
ス
パ
ン
︵
平
成

23
年
度
中
︶
で
道
筋
を
立
て
た
い
」
と
生
徒

と
約
束
し
て
か
ら
13
年
を
迎
え
て
い
る
。
町

は
野
球
場
を
優
先
し
て
用
地
取
得
す
る
と
し

て
、
野
球
場
に
必
要
な
用
地
は
平
成
27
年
・

28
年
で
約
１
万
１
,
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

を
取
得
し
た
が
、残
り
必
要
な
面
積
を
伺
う
。

ま
た
、
新
年
度
予
算
の
用
地
買
収
の
予
算
額

を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長　
野
球
場
を
建
設
す
る
に
あ
た

り
、
買
収
が
必
要
な
面
積
は
約
５
,
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
令
和
４
年
度
は

用
地
買
収
の
内
諾
を
得
て
い
る
案
件
は
な
い

の
で
、
当
初
予
算
へ
の
計
上
は
し
て
い
な
い
。

問　
町
長
は
、
昨
年
11
月
の
５
選
後
の
新
聞

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
町
体
育
館
は
建
設
か
ら

50
年
以
上
が
経
過
し
、使
用
中
止
し
て
い
る
。

補
強
工
事
を
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
町
長
は
補
強
し

て
使
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長　
「
新
築
」
と
「
補
強
工
事
」
を
比
べ

れ
ば
当
然
補
強
工
事
の
方
が
安
い
が
、
町
民

体
育
館
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
中
で
判
断

し
て
も
ら
う
形
に
な
る
。

　

役
場
前
の
道
路
︵
さ
わ
や
か
中
央
通
り
︶

が
、
消
防
署
前
ま
で
直
線
化
す
る
こ
と
は
防

災
的
見
地
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

問
①　

平
成
26
年
度
に
実
施
設
計
が
行
わ

れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
用
地
取
得
が
始
ま
っ

た
が
、残
り
の
用
地
取
得
の
見
通
し
を
伺
う
。

問
②　

用
地
取
得
が
進
ま
な
い
理
由
を
伺

う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
①
②　
こ
れ
ま
で
に
詳
細

設
計
や
用
地
測
量
が
完
了
し
、
現
在
は
用
地

取
得
を
進
め
て

お
り
、
取
得
状

況
は
面
積
ベ
ー

ス
で
約
40
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ

る
。
現
在
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、

交
渉
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

答
内
諾
を
得
て
い
な
い
の
で
、
計
上
し
て
い

な
い

問
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
に
必
要
な
用
地

費
は
、
新
年
度
予
算
に
計
上
し
た
の
か

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員

早
急
に
町
体
育
館
の
方
向
性
を
出
す
べ
き

役
場
か
ら
消
防
署
前
ま
で
直
線
化
を

問　
消
防
団
員
数
は
全
国
的
に
減
少
傾
向
に

あ
る
。
減
少
を
減
ら
す
一
助
と
し
て
、
手
当

の
増
額
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
国
か
ら
団

員
へ
の
出
動
報
酬
額
と
支
出
明
細
を
伺
う
。

︵
現
在
、
町
の
出
動
報
酬
額
は
、
１
回
１
,

５
０
０
円
・
総
務
省
消
防
庁
の
指
導
で
は
、

１
日
８
,
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
︶

総
務
課
長　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
総
務
省

消
防
庁
で
策
定
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
き
消
防

団
員
の
報
酬
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
報
酬
に
対
す
る
国

庫
補
助
金
や
交
付
金
は
特
に
な
い
が
、
地
方

交
付
税
に
よ
る
財
政
措
置
が
さ
れ
て
い
る
。

問　
青
少
年
交
流
の
家
に
係
る
提
訴
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
１
月
27
日
に
、
第
23
回
弁
論

準
備
手
続
き
が
行
わ
れ
、
証
拠
書
類
の
提
出

が
あ
り
審
理
が
行
わ
れ
た
。
長
き
に
わ
た
り

町
と
請
負
業
者
で
係
争
中
で
あ
る
が
、
令
和

４
年
度
の
弁
護
士
費
用
の
予
算
と
今
後
に
つ

い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
予
算
額
は
、
弁
護
士
日
当

88
万
円
と
成
功
報
酬
１
２
０
万
円
の
合
計

２
０
８
万
円
と
な
る
。
今
後
は
、
裁
判
が
行

わ
れ
、
判
決
ま
た
は
和
解
勧
告
が
な
さ
れ
、

受
け
入
れ
る
場
合
は
議
会
の
議
決
が
必
要
と

な
り
、
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
裁
判
の
継
続

ま
た
は
上
訴
す
る
こ
と
に
な
る
。

問答
消
防
団
員
の
減
少
化
対
策
と
し
て

手
当
の
増
額
を

令
和
４
年
４
月
よ
り
年
額
・
出
動
手
当

を
増
額
す
る

御園生 浩士御園生 浩士議員議員

来
年
度
の
裁
判
費
用
は
い
く
ら
か

中央台から中川を隔てた所にある
酒々井消防署

消防団員の報酬
（令和４年４月より改正）
　○年額報酬
　　団員　年額３６，５００円
　○出動報酬
　　災害時　　　　１日　８，０００円
　　訓練・警戒等　１日　４，０００円
　　※但し、活動時間が４時間未満の
　　　場合は上記の半額

平成２７年度に着工し、現在、
係争中の「青少年交流の家」
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のの
し
く
み

し
く
み
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

　
町
議
会
は
、
町
民
を
代
表
す
る

　
町
議
会
は
、
町
民
を
代
表
す
る

町
議
会
議
員
が
、
生
活
に
関
係
す

町
議
会
議
員
が
、
生
活
に
関
係
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
話
し
合
い
、

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
話
し
合
い
、

町
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

町
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
町
政
の
方
針
を

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
町
政
の
方
針
を

決
定
す
る
機
関
で
、「
議
決
機
関
」

決
定
す
る
機
関
で
、「
議
決
機
関
」

と
い
い
ま
す
。

と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
議
会
で
決
定
し
た
意

　
ま
た
、
町
議
会
で
決
定
し
た
意

思
に
基
づ
い
て
実
際
に
仕
事
を
行

思
に
基
づ
い
て
実
際
に
仕
事
を
行

う
の
が
町
長
や
教
育
委
員
会
な
ど

う
の
が
町
長
や
教
育
委
員
会
な
ど

の
行
政
委
員
会
で
、こ
れ
ら
を
「
執

の
行
政
委
員
会
で
、こ
れ
ら
を
「
執

行
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

行
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
議
員
と
町
長
は
町
民
の
皆
さ
ん

　
議
員
と
町
長
は
町
民
の
皆
さ
ん

よ
り
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
民

よ
り
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
民

の
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

の
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
自
主
的
に
対
等
な
立
場
で

立
し
て
自
主
的
に
対
等
な
立
場
で

「
議
決
機
関
」「
執
行
機
関
」
の
権

「
議
決
機
関
」「
執
行
機
関
」
の
権

限
を
行
使
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

限
を
行
使
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、「
酒
々

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、「
酒
々

井
町
」
を
よ
り
住
み
や
す
い
町
に

井
町
」
を
よ
り
住
み
や
す
い
町
に

す
る
た
め
、
町
の
方
針
を
決
定
し

す
る
た
め
、
町
の
方
針
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。 町

議
会
と
は

定
例
会
と
臨
時
会

　
毎
年
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・

　
毎
年
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
1212

月
の
年
４
回
開
か
れ
る
「
定
例
会
」

月
の
年
４
回
開
か
れ
る
「
定
例
会
」

と
、
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
必
要
に

と
、
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
必
要
に

応
じ
て
特
定
の
事
件
に
限
っ
て
開
か

応
じ
て
特
定
の
事
件
に
限
っ
て
開
か

れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま
す
。

れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
本
会
議
は
、
町
議
会
の
意
思
を

　
本
会
議
は
、
町
議
会
の
意
思
を

決
定
す
る
会
議
で
す
。

決
定
す
る
会
議
で
す
。

　

全
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

　

全
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

議
員
定
数
の
半
数
以
上
の
議
員
が

議
員
定
数
の
半
数
以
上
の
議
員
が

出
席
し
た
と
き
に
開
会
さ
れ
ま
す
。

出
席
し
た
と
き
に
開
会
さ
れ
ま
す
。

　
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
や

　
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
や

町
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど

町
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど

は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議

は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議

に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
す
。

に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議

　
本
会
議
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
の
説
明
や
質
疑
・
意

案
に
つ
い
て
の
説
明
や
質
疑
・
意

見
の
表
明
︵
討
論
︶、
そ
の
議
案
に

見
の
表
明
︵
討
論
︶、
そ
の
議
案
に

つ
い
て
認
め
る
か
ど
う
か
の
採
決
、

つ
い
て
認
め
る
か
ど
う
か
の
採
決
、

本
会
議
と
は

町
政
全
般
に
つ
い
て
町
長
等
執
行

町
政
全
般
に
つ
い
て
町
長
等
執
行

機
関
に
方
針
を
問
う
一
般
質
問
な

機
関
に
方
針
を
問
う
一
般
質
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

委
員
会
と
は

　
町
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
・

　
町
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
・

請
願
等
は
、
本
会
議
で
直
ち
に
決

請
願
等
は
、
本
会
議
で
直
ち
に
決

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

き
め
細
か
く
審
議
す
る
た
め
、
専

き
め
細
か
く
審
議
す
る
た
め
、
専

門
的
な
委
員
会
に
分
か
れ
て
詳
し

門
的
な
委
員
会
に
分
か
れ
て
詳
し

く
審
議
で
き
る
よ
う
に
３
つ
の
常

く
審
議
で
き
る
よ
う
に
３
つ
の
常

任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

■■
総
務
常
任
員
会

総
務
常
任
員
会

■■
教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

■■
経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
他
に
も
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
他
に
も
決
算
審
査
特
別
委
員
会

な
ど
必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る
特

な
ど
必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る
特

別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
や
会
議
規
則

　
ま
た
、
議
会
運
営
や
会
議
規
則

な
ど
議
長
諮
問
に
関
す
る
こ
と
を

な
ど
議
長
諮
問
に
関
す
る
こ
と
を

協
議
し
、
議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

協
議
し
、
議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
た
め
に
開
く
議
会
運
営
委
員

め
る
た
め
に
開
く
議
会
運
営
委
員

会
が
あ
り
ま
す
。

会
が
あ
り
ま
す
。

町
議
会

町
議
会

町
議
会

町
議
会

町民

町議会 町長町長

行政サービス

執行機関議決機関
予算・条例などの提案

町の仕事をチェック

選挙選挙
請願・陳情

町民の
声を聴く国や千葉県

などに
意見書を提出

議会のしくみ
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町
議
会
の
権
限

請
願
と
陳
情

　
町
議
会
に
は
、
役
割
を
十
分
に

　
町
議
会
に
は
、
役
割
を
十
分
に

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て

さ
ま
ざ
ま
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

■■  

議
決
権
議
決
権

　

条
例
の
制
定
・
改
廃
、
予
算
・

　

条
例
の
制
定
・
改
廃
、
予
算
・

決
算
の
認
定
な
ど
議
案
に
つ
い
て

決
算
の
認
定
な
ど
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
町
の
意
思
ま
た
は
議
会

審
議
し
、
町
の
意
思
ま
た
は
議
会

と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限

と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限

で
す
。

で
す
。

■■  

選
挙
権
・
同
意
権

選
挙
権
・
同
意
権

　
議
長
・
副
議
長
、
選
挙
管
理
委

　
議
長
・
副
議
長
、
選
挙
管
理
委

員
会
な
ど
の
選
挙
や
、
町
長
が
副

員
会
な
ど
の
選
挙
や
、
町
長
が
副

町
長
・
教
育
委
員
会
委
員
・
監
査

町
長
・
教
育
委
員
会
委
員
・
監
査

委
員
な
ど
を
選
任
す
る
際
に
同
意

委
員
な
ど
を
選
任
す
る
際
に
同
意

を
与
え
る
権
限
で
す
。

を
与
え
る
権
限
で
す
。

■■  

検
査
・
監
査
請
求
権

検
査
・
監
査
請
求
権

　
検
査
権
は
、
町
の
事
務
が
議
決

　
検
査
権
は
、
町
の
事
務
が
議
決

ど
お
り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
検

ど
お
り
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
検

査
す
る
権
限
で
す
。
監
査
請
求
権

査
す
る
権
限
で
す
。
監
査
請
求
権

は
、
監
査
委
員
に
対
し
て
町
に
関

は
、
監
査
委
員
に
対
し
て
町
に
関

す
る
事
務
の
監
査
を
行
う
よ
う
求

す
る
事
務
の
監
査
を
行
う
よ
う
求

め
、
報
告
を
請
求
す
る
権
限
で
す
。

め
、
報
告
を
請
求
す
る
権
限
で
す
。

■■  

調
査
権
調
査
権

　
地
方
自
治
法
百
条
に
規
定
さ
れ
て

　
地
方
自
治
法
百
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
百
条
調
査
権
」
と

い
る
こ
と
か
ら
「
百
条
調
査
権
」
と

い
わ
れ
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
議
会

い
わ
れ
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
議
会

独
自
に
調
査
を
行
う
権
限
で
す
。

独
自
に
調
査
を
行
う
権
限
で
す
。

■■  

請
願
・
陳
情
の
受
理
権

請
願
・
陳
情
の
受
理
権

　
町
民
や
団
体
等
か
ら
提
出
さ
れ
た

　
町
民
や
団
体
等
か
ら
提
出
さ
れ
た

請
願
・
陳
情
を
受
理
・
審
査
す
る
権

請
願
・
陳
情
を
受
理
・
審
査
す
る
権

限
で
す
。

限
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
町
政
な
ど
に
つ
い
て
、

　
皆
さ
ん
が
町
政
な
ど
に
つ
い
て
、

直
接
、
町
議
会
に
要
望
で
き
る
制

直
接
、
町
議
会
に
要
望
で
き
る
制

度
で
す
。

度
で
す
。

■■  

請
願
請
願

　
国
民
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
上
の

　
国
民
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
上
の

権
利
の
ひ
と
つ
で
、
国
や
県
や
町

権
利
の
ひ
と
つ
で
、
国
や
県
や
町

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
や
要

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
や
要

望
が
で
き
る
制
度
で
す
。

望
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
担
当
の
委
員
会
に
付
託
し
審
査

　
担
当
の
委
員
会
に
付
託
し
審
査

を
行
い
、
本
会
議
で
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町議会の基本的な流れ町議会の基本的な流れ

・町長が議案を提案する
・議案の内容を説明する（提案理由）
・議案について質問する（質疑）
・議案の内容ごとに担当する委員会　
　へ振り分ける（委員会付託）

・担当課から議案の説明を受け、議
　員から質疑をするなどして専門的
　に審査する。

・地域振興や防災対策など町政全般に
　ついて質問する（一般質問）
・各委員会の審査結果の報告
・賛成または反対意見の表明（討論）
・町議会として賛成か反対かを多数決
　で決定（採決）

本 議 会 委 員 会 本 議 会

編集にあたって編集にあたって
３月定例会は、令和４年度の予算案を審議する議
会でした。安全・安心なまちづくりのために、こ
れからも開かれた議会に取り組みます。

委員長　酒瀨川　芳子 
委　員　江 澤 　 眞 一
委　員　大 石 　 法 子 

副委員長　白 井 　 則 邦
委　員　御園生　浩士
委　員　小早稲　美穂

６月定例会のお知らせ６月定例会のお知らせ
　次の定例会は、６月１日に開会する予定です。
　なお、感染症予防対策として、本会議場内で傍聴でき
る人数を制限する場合があります。傍聴を希望される方
は感染症予防対策へのご協力をお願いします
　また、議場は分庁舎第２多目的室です。詳細は議会事
務局にお問い合わせください。

☎議会事務局（４９６）１１７１　内線２７１、２７２

議会のしくみ



に きました
① あなたにとって酒々井町はどんなところ？

② 学生スタッフになったきっかけは？

③ 将来の目標のために何を頑張っていますか？
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條 美
み さ と
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内 麻
ま い

衣さんさんさんさん

B-Net 子どもセンターB-Net 子どもセンター
学 生 スタ ッフ学 生 スタ ッフ きました聞聞

加
か と う

藤 千
ち さ と

聖

　NPO B-Net 子どもセンターは、酒々井町を拠点とするNPO法人です。順天堂大学の学生と地域の方々が協
力し運営しています。子育て支援事業、情報提供事業、まちづくり事業を３つの柱として、子どもたちに向けた
さまざまな活動を行っている団体です。

B-Net 子ども教室「アッタくん」
※国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金助成活動」
　　毎週木曜日の放課後～ 17 時まで子どもたちとB-Net や公園で過ごします

B-Net 子ども食堂
　　毎月第1・3 金曜日 17 時～ 19 時に開催（テイクアウトのみで実施）

放課後子ども教室
　　酒々井小学校：月曜日、大室台小学校：火曜日に昔遊びやマジックなどの教室を実施

毎月のイベント
　　自然を体験するイベントやスポーツ教室の実施

主

な

活

動

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い B-Net

ホームページ

Instagram

みんな優しく、自然も
豊かで、居心地の良い
町。

子どもが好きなうえ、
ボランティア活動に興
味があったためです。

教員として、子どもた
ちが自分に自信を持て
るよう、支援を行うた
めの勉強です。

①

②

③

第二の故郷です！
酒々井町の皆さんと関
わることができて良
かったです。

ボランティア活動とし
て、自然体験や小学生
との関わりなど、さま
ざまな経験ができると
思ったからです。

ほっとする場所。人が
温かく、いつでも帰り
たいと思える場所で
す。

はじめは先輩に誘われ
たこと。活動に参加し
たり、地域の方と関わ
る中で続けていきたい
と思いました。

できることを一つひと
つ取り組みました。す
ぐにできなくても挑戦
することが大切だと感
じています。

自然につつまれてお
り、地域の方々も優し
い温かい場所だと思い
ます。

大学の先輩に誘われた
ことがきっかけです。

大学での勉強に加え
て、 ア ル バ イ ト や
B-Net の活動など、た
くさん社会経験を積め
るよう頑張りました。

①

②

③人と人とのつながりを
大切にし、感謝の気持
ちを忘れないことを心
がけています。日々勉
強！

①

②

③

①

②

③


